educationとは「外へ引き出す」こと

ごしょごしょ通信 No.42 　2003年10月23日

ごしょごしょに来ている子どもたちが、学校がいやになった理由はいろいろありますが、時間割が決まっている、時間で区切られるなど、授業に対する不満は多いものです。

学校に行けば先生が新しいことを教えてくれる。それが世間の常識ではあるけれど、フリースクールやホームスクールの関係者は、ここがそもそもの間違いだとよく言います。子どもは初めから周りの世界への興味をいっぱいもっているのだから、大人はそれを広げる手伝いをしてやればいいだけだと。

「初めから方法や知識を教え込むことは、自発性をつぶすという意味でもっとも反教育的と考えています。その点で、明治時代に福沢諭吉がeducationを教育と訳したことが間違いのもとだと思います。Educationはラテン語からきていて、その意味は「外へ引き出す」ということだからです。引き出すと教え込むとは逆です」と、長年、東京大学で「教えない教育」をしてきた西村肇という先生は言っています（『日本破産を生き残ろう』日本評論社）。そしてその「自発性」こそが、これからの厳しい日本社会を生きていくためにもっとも大切なものだとも。

